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論 文 の 要 旨 
信号源の到来方向(DOA: Direction Of Arrival) 推定技術は，音響信号を対象にしたマイクロホン
アレイ信号処理において，雑音抑圧や音源分離といった応用技術を高精度に運用するための前処理と
して欠かすことができない． 





これまで，高次統計量を用いて MUSIC を拡張するいくつかの手法が提案されており，90 年代に提
案された 4 次キュムラントに基づいた MUSIC-like algorithm，さらにこれを高次の偶数次モーメン
ト分析へと一般化した 2q-MUSIC などが知られている．これらの手法は，相関行列の次元拡張により，
音源数が素子数よりも多い劣決定条件の下でも方向推定が可能であり，推定の分解能についても










に基づいた MUSIC 拡張手法の開発に取り組んでいる．まず，本論文の中核をなす写像 MUSIC を提案














ュムラント分析に基づいた MUSIC 拡張手法 2q-MUSIC との比較から，写像 MUSIC が高い分解能と劣決
定条件での推定を達成し，短時間の分析で特に有効であることを示している．また，写像 MUSIC の推
定性能をさらに高めるため，写像 MUSIC を複数写像の利用によって拡張した手法を提案している．次
数の異なる写像を併用した写像 MUSIC が複数次数の高次モーメント同時分析に相当することを示し，
本手法の分析が単一次数の高次モーメント分析より高い推定性能を達成することを示している． 
 研究の着眼点，新規性，有効性，実用性において優れた研究であり，博士（工学）の学位を受ける
にふさわしい優れた論文と評価する． 
 
【最終試験の結果】 
平成２８年８月１日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著
者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全員
によって、合格と判定された。 
 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（ 工学 ）の学位を受けるに
十分な資格を有するものと認める。 
 
 
